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研究要旨 

 
訪問看護サービスの安全管理体制を構築するためには、レセプトデータ等のリアルワールド

データを活⽤した実態把握が有⽤と考えられる。しかし、このような分析が可能なデータベー
スは整備されていない。そこで本研究では、県レベルのレセプトデータを⽤いて訪問看護利⽤
者の事故・外傷による受診状況を明らかにすることを⽬的とし、令和６年度はデータの⼊⼿と
データベース構築および今後の分析のための環境整備を⾏った。１県に関して、県内の全市町
から約5年分の国⺠健康保険および後期⾼齢者医療制度の医療レセプトデータならびに介護レ
セプトデータを取得し、個⼈レベルでこれらのデータを連結した上で、事業所情報と地理情報
を併せてデータベースを構築した。介護保険の認定者としては年間で約20万⼈がデータベース
に含まれ、介護保険の訪問看護に関しては概ね8000⼈規模の分析が可能であることを確認し
た。今後は別の１県のデータ収集を進めるとともに、構築したデータベースを⽤いて分析を進
める予定である。令和7年度は訪問看護利⽤者の事故・外傷による受診状況を明らかにした上
で、訪問看護事業所単位の分析や、地理的状況を考慮した詳細な分析を⾏う。 
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A. 研究⽬的・背景 
 訪問看護サービスの安全管理体制を構築
するためには、訪問看護利⽤者の事故・外
傷の実態を把握することが不可⽋である。
事業所等を対象として直接実施する調査は
事故や対応策等についての詳細を把握する
上で重要であるが、調査数が限られること
や、参加事業所の偏り、報告者の影響など
の課題も挙げられる。⼀⽅、近年ではレセ
プトデータをはじめとして⽇常診療で得ら
れる情報を研究に利活⽤する、いわゆるリ
アルワールドデータ(RWD)研究も普及し
ている。RWDを活⽤することで、⼤規模
かつ集団代表性を確保した調査が可能とな
ることから、訪問看護利⽤者の事故・外傷
の実態把握にも、レセプトデータ等を活⽤
することが有⽤と考えられる。 
 我々はDiagnosis Procedure Combination 
(DPC) データや医療レセプトデータな
ど、様々なRWD研究を実践してきた1-5。
県レベルで医療・介護レセプトデータを⼊
⼿・データベース化し、訪問看護の効果検
証も⾏った6。しかし、既存のデータベー
スは１県のうちの３分の２程度の市町から
取得したデータであり、期間も新型コロナ
ウイルス感染拡⼤以前に限定されていた。
更に、訪問看護サービスの安全管理体制を
分析する上では、事業所の設備・⼈員など
の事業所情報や、事業所所在地および利⽤
者居住地域などの地理情報を取得し、レセ
プトデータと連結することも必要である。
このような要求に応える既存のデータベー
スは存在しない。 
 
 本研究の⽬的は、レセプトデータを⽤い
て訪問看護利⽤者の事故・外傷による受診
状況を明らかにすることである。令和６年
度はデータの⼊⼿とデータベース構築およ
び今後の分析のための環境整備を⾏った。
また、データベースの活⽤可能性を検証す

るため、⺟集団を確認し訪問看護利⽤者に
おける外傷や⼊院の発⽣状況を記述するこ
ととした。 
 
B. 研究⽅法 
１．データベース整備 
１）データ取得 

２県を対象とし、県および市町等との調
整により、直近の国⺠健康保険および後期
⾼齢者医療制度の医療レセプトデータ、
KDB（国保データベース）データ、介護
レセプトデータの取得を進めた。また医療
機関・事業所のデータベース、地理情報の
データを別途⼊⼿することとした。 

 
２）データベース構築と解析環境整備 

レセプトデータ等の各種データはテキス
トデータとして存在し、複雑なデータ構造
をもつ上に、相互の連結が困難な仕組みと
なっている。このようなデータを活⽤する
ためには、⼊⼿したデータを取り込み、デ
ータベースを構築する作業が必要である。
本研究では、⾃治医科⼤学においてSQL 
Serverを⽤いてデータベースを構築した。
併せて、研究活⽤を⾒据えて各種サーバー
やVPN環境の整備を実施した。 
 
２．データの検証 
１）⺟集団の確認 

構築したデータベースの⺟集団の特性を
把握する⽬的で、2021年度の国⺠健康保
険、後期⾼齢者医療制度、介護保険の各加
⼊者について、年齢・性別・要介護度等の
基本情報を抽出して記述した。また同年度
に介護保険でサービスを提供した事業所を
特定し、各種サービスの提供状況を検討し
た。さらに介護保険の事業所については、
別途⼊⼿した事業所データと連結できるか
を検証した。 
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２）訪問看護利⽤者における外傷や⼊院の
発⽣状況の確認 
 2021年度に介護保険の訪問看護（サービ
ス種類コード：13）を利⽤した利⽤者を抽
出し、医療保険のデータと連結した。年度
の中で最初に訪問看護を利⽤した⽉を起点
として１年間の追跡を⾏い、①外傷の病
名、②⾻折の病名、③外傷の病名がある⼊
院、④⾻折の病名がある⼊院、⑤全⼊院の
割合の概数を求めた。なお、起点となる⽉
に⼊院または外傷の病名が登録されていた
利⽤者は除外した。 
 
C. 研究結果 
１．データベース整備 
１）データ取得 

１県（A県）につき、県内全市町から
2019〜2023年度の各種データを取得し
た。データの内訳を表1に⽰す。別の１県
（B県）については県内全市町から提供の
同意を取得し、A県同様のデータ（2018〜
2024年度）を⼊⼿できる⾒込みとなった。 
 レセプトデータ等と併せ、A県およびB
県の医療機関等の事業所情報を⼊⼿した。
介護施設に関する情報は法⼈情報を含み、
その内容は表2に⽰す通りである。また、
A県および周辺各県に関する地理情報とし
て、座標や郵便番号界の情報を⼊⼿した。 
 
２）データベース構築と解析環境整備 

取得した各種データを取り込み、今後の
データ抽出と分析が可能なデータベースを
構築した。医療・介護レセプトデータの間
は、匿名加⼯を施した⽒名や被保険者番号
を⽤いて個⼈レベルで連結が可能である。
事業所情報および地理情報に関しては、事
業所コードや利⽤者郵便番号を介してレセ
プトデータと連結することが可能となっ
た。 
表1. レセプトデータ等の内訳 

種別 データ 

医療 

レセプト 

レセ電コード情報（医科） 

レセ電コード情報（DPC） 

レセ電コード情報（歯科） 

レセ電コード情報（調剤） 

KDB 

KDB 被保険者台帳 

健診結果 

医療レセプト管理 

医療傷病名 

医療摘要 

医療摘要回数 

医療最大医療資源 ICD 別点数 

医療受診日等 

全国総合事業サービスコード台帳 

質問票 

介護受給者認定情報 

介護基本チェックリスト情報 

在宅介護実態調査情報 

介護 

レセプト 
介護保険給付実績情報 

表2. 介護施設に関するデータ 
種別 データ 

基本 

情報 

介護事業所番号, サービス種別コー

ド, サービス種別, 施設名（事業所

名）, 郵便番号, 都道府県コード, 市

町村コード, TEL, FAX, 都道府県, 市

区町村, 町番地, 事業開始年月 

従業員

情報 

総従業員数, 総従業員数（常勤換算人

数、以下同じ）, オペレーター, 面接

相談員, 訪問介護員等, 保健師, 看護

師, 准看護師, 助産師, 理学療法士, 

作業療法士, 言語聴覚士, 介護職員, 

事務員, その他の従業者 

利用者

情報 

利用者総数, 利用人数（要支援１－

２, 要介護１－５） 

法人 

情報 

法人番号, 法人名称, 法人名称（フリ

ガナ）, 法人郵便番号, 法人都道府

県, 法人市区町村, 法人町番地 

 
 
２．データの検証 
１）⺟集団の確認 
 A県の2021年度の⺟集団としては、国⺠
健康保険が約168万⼈、後期⾼齢者医療制
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度が約38万⼈、介護保険認定者が約20万⼈
であった。年齢・性別の分布を図1に⽰
す。また介護保険の要介護度の分布は図2
に⽰すとおりであった。 
 県内で2021年度に介護保険のサービスを
提供した事業所の数は約3,000であった。
サービスの種別ごとの事業所数は図3に⽰
すとおりであり、介護保険の訪問看護を提
供した事業所は約130箇所あった。また概
ね80％の事業所で事業所情報との連結が可
能であった。 
 
２）訪問看護利⽤者における外傷や⼊院の
発⽣状況 
 A県で2021年度に約8,000⼈が介護保険
の訪問看護を利⽤しており、このうち初回
の訪問看護利⽤⽉に⼊院の記録または外傷
の病名登録があった利⽤者を除く約6,000
⼈が検証対象となった。12か⽉間に外傷や
⼊院が発⽣した割合を図4に⽰す。⾻折に
よる⼊院は約2%で⽣じていた。 
 
 

 
図1. 対象集団の性別・年齢の分布 

 

 
図2. 対象集団の要介護度の分布 
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図3. サービスの種別ごとの事業所数 
 

 
図4. 訪問看護利⽤者に発⽣した外傷・⼊院
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D. 考察 
 本研究は、訪問看護サービスの安全管理
体制を構築するためにレセプトデータを活
⽤した実態把握を⾏うものであり、訪問看
護者の事故・外傷による受診状況を明らか
にすることを⽬的としている。この⽬的を
達成するためには新規のデータベースを構
築する必要があることから、令和6年度は
データの⼊⼿とデータベース構築および今
後の分析のための環境整備が研究の中⼼と
なった。A県については県内全市町より各
種データを取得してデータベース構築が完
了した。併せて事業所情報および地理情報
等を⼊⼿し、レセプトデータと連結した分
析が可能な基盤を構築した。また別の１県
（B県）についても同様のデータが⼊⼿で
きる⾒込みとなった。 
 さらに、構築したデータベースを検証し
するために、⺟集団の特性を記述した上で
訪問看護利⽤者における外傷や⼊院の発⽣
状況の概要を確認した。対象集団は国⺠健
康保険および後期⾼齢者医療制度の加⼊者
であり、要介護認定を受けている者を含み
⾼齢者を中⼼として⼗分な⼈数が本データ
ベースに含まれていた。また各種のサービ
スを提供している事業所を特定し、⾼い割
合でレセプトデータと事業所データが連結
できることも確認できた。介護保険の訪問
看護を利⽤している対象者は単年度で約
8,000⼈存在し、⼀定程度の割合で外傷や
⼊院が⽣じていることをデータから抽出す
ることが可能であった。これらのことよ
り、今後の分析に活⽤可能なデータベース
を構築することに成功したと考えられる。 
 次年度は、B県のデータ⼊⼿とデータベ
ース構築を進めるとともに、より詳細な分
析を実施する予定である。訪問看護利⽤者
における事故・外傷の詳細なパターンを記
述した上で、訪問看護事業所単位の分析や
地理的状況を考慮した分析を⾏い、訪問看

護を利⽤している⾼齢者の事故・外傷が、
組織・地域単位によりどのように特徴づけ
られるのかを検討する。 
 本研究の課題としては、①レセプトデー
タから得られる情報は保険診療の範囲に限
定される点、②レセプトデータからは事
故・外傷の詳細な事情までは取得できない
点、③訪問看護事業所における医療保険に
よる訪問看護など、⼊⼿時点で電⼦化され
ていなかった情報は得られていない点、が
挙げられる。研究の限界を把握して結果の
解釈を⾏うとともに、今後は追加のデータ
収集についても検討していく予定である。 
 
E. 結論 
 レセプトデータを⽤いて訪問看護利⽤者
の事故・外傷による受診状況を明らかにす
るため、データの⼊⼿とデータベース構築
および今後の分析のための環境整備を⾏っ
た。また、構築したデータベースを⽤いて
⺟集団を確認した上で訪問看護利⽤者にお
ける外傷や⼊院の発⽣状況の概要を記述
し、今後の詳細な分析に繋げることができ
た。 
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